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磁場閉じ込め型核融合炉のダイバータには、炉心から高熱流のプラズマが入射するためダイバー

タ部の熱負荷が増大し、損耗・破損を引き起こすことが課題となっている。そこでデタッチプラズ

マを維持し、熱負荷を低減するためにリサイクリングを促進させる閉ダイバータの構造に関する研

究が進められている。最近では、国際熱核融合炉（ITER）のダイバータにⅤ字ダイバータが採用さ

れており、さらに、原型炉設計においてダイバータレッグを延長したロングレッグダイバータなど

が考案されている。しかし、これらの研究はシミュレーションによるものが多く、閉ダイバータの

模擬実験に関する研究は少ないのが現状である。 

そこで本研究では、閉ダイバータを模擬するため、Ⅴ字ターゲットを改造し、低ガス流量でデタ

ッチプラズマを生成し熱負荷を低減することのできる閉ダイバータ構造の最適化を目的とする。 

実験では、ダイバータ模擬装置（TPD-SheetIV）を用いて水素のシートプラズマを生成し、ター

ゲット部で水素ガスを接触させ

た。閉ダイバータを模擬したタ

ーゲット形状を図１に示す。接

触させるガスの流量を変化させ

ることにより電離プラズマから

デタッチプラズマまで変化させ

た。電子温度、電子密度はラン

グミュアプローブ、バルマー系

列の Hαと Hεの発光強度は分光

器と光電子増倍管により計測し

た。計測によって得たパラメー

タから衝突輻射モデルを用いて

単位時間単位体積当たりの電離

量、再結合を計算した。図２に

ターゲット領域の圧力変化に対

する再結合量（実験Ⅱ）を示す。

詳細はポスターにて発表する。 
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図１、ターゲット 

図２、ターゲット領域の圧力変化に対する 

電子温度、電子密度特性（実験Ⅱ） 

図１、ターゲット形状 
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(c)V-shaped
(d)Long Leg V-shaped(50mm) 
(e)Long Leg V-shaped(100mm)
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図１、閉ダイバータを模擬したターゲット形状 


